「神の国」と「地上の国」 : アウグスティヌス『神の国』を中心に by 菊地 伸二 & Shinji Kikuchi
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*Nagoya Ryujo Junior College
Augustine on City of God and city of this world in De Civitate Dei
Kikuchi, Shinji*
アウグスティヌスの最晩年の大作であり、彼の主著である『神の国』を取り上げ、そ
のなかで、「神の国」と「地上の国」の二つの国が意味するところ、その始まり、展開、
結末を考察する。
なかでも、『神の国』においては、人間の自由の問題が、単に、個人の自由というこ
とだけでなく、人間の共同性との関連で取り上げられていることに特徴があり、アダ
ムの最初の自由、現在の私たちの自由、終末における人間の自由の違いとその意義に
ついて共同性との関連で考察する。
キーワード：共同性，自由，自由意志
